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1 はじめに  

介護保険制度は，高齢者に対する福祉・医療・保健を  

統合した今後の高齢化社会を担う新しいケアシステム  

として平成12年4月より，施行されている．介護保険制  

度下では，高齢者の状態像から介碓の必要な度合い（要  

介護度）を決定し，その度合いに応じたケアプランを作  

成，サービスが受給される【叶要介護認定は認定申請者  

（高齢者）の心身等の状態像を調査したデータから要介  

護度を判定する一次判定と，介護認定審査会による二次  

判定から成る．この一次判定を行う際に判定アルゴリズ  

ムが適用されている．一次判定は人の状態像から介誠  

の必要程度を判定するという医療の視点からも難しい  

問題に対して，アルゴリズムによる判定を適用している  

ことから，ORの視点からも興味のあるものである．  

現在，介護保険制度，特に－∴次判定アルゴリズムにお  

いて様々な問題点が指摘されており，アルゴリズムの妥  

当性，またアルゴリズムに適用するデータについて検討  

の必要性が求められるr2】【3】r4〕・しかしながら、現行の  

判定アルゴリズムは、その制度として施行されるまで  

の経緯もあって、全体を明確に把握している研究者は  

少ないように思われる。著者は、OR，研究者が社会シス  

テムとの接点を持つことに対して積梱拍勺に参加すべき  

であるとの信念を持っている。この点からもデータ処  

理とアルゴリズムの視点から現行の要介讃度一次判定  

アルゴリズムを明確にしておく必要を感じている。  

2 一次判定概要   
現行での一次判定は以下の卓順によって実施される  

（図1）．  

1．高齢者の状態像85項目（アセスメント項目）を調査   

2．樹形モデルをf恥、て，状態像から介護量（介護時間）  

を推計   

3．介護時間に応じて，要介護度を判定  

3 一次判定アルゴリズムの構築   
判定アルゴリズムの根本は，状態像から介護時間へ変  

換する樹形モデルをいかに梢築したかにある．樹形モ  

デルを作成するために収集されたデータと，データ収集  

のためになされた調査は，以下の通りである．  

3．1 心身の状態に関する調査  

3．1．1 アセスメント項目   

心身の状態像を得る為のアセスメント項目は現在85  

項日である．アセスメント項目作成に関する研究とし  

て，高齢者の心身の機能衰退に基づき，介護の必要程度  

を決定する手法（TAI）の研究がある【5】・また，高齢者  

に掟供された介護の回数（例：おむつ交換一回）を目的変  

数，高齢者の状態像に関する158項目を説明変数とし  

て，AIDを用いて提供されているサービスの程度を表す  

14の高齢者タイプに分頼が行われ，高齢者の状態像を  

説明する項目を選出する研究等がある【6】・   

現在のアセスメント項目は，上記のような研究によ・り，  

介護行為別の発生の有無と関係があると統計的に示さ  

れた心身の状態73項目と，特別な医療に関する12項日  

の計85項目から成る．  
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3．1．2 中間評価項目   

心身の状態像を表す総合的な指標として7つの中間  

評価項項目がある．平成10年度試行事業の対象16万  

人に関する心身の状態73項目のアンケート調査から，  

双対尺度法を用い73項目を7群に集約した（麻痺・拘  

縮，移臥複雑な動作，特別な介艶身の回りの世話，意思  

疎通，問題行動）．これらを中間評価項目といい，畔に対  

する項日の寄与率に応じて項目に得点が割り振られる．  

群毎にその頃甘得点を合計した7つの得点をl別冊評価  

項目得点とし，心身の状態の7指標とした・rl】・  
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図1：一次判定概要  
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3・2 介護時間に関する調査（一分間タイムス  

タディ）   

厚生省が平成6年に施設入院・入所者3403人を対象  

に行った一分間タイムスタディは，実際に提供されてい  

る介護時間を312のケアコード別に一分間毎に48時間  

測定したものである．提供されているケア内容を介護  

行為としてコード化したものがケアコードである．ケ  

アコードの作成については，1991年から行われてきた高  

齢者のケアに関する24時間の一分間タイムスタディで  

得た知見を元に作成された業務分類コ．－ドを参考にし，  

ホームヘルパーらのヒアリング調査を行うことで「ホー  

ムヘルプケアコード」を作成する研究が行われている  

r7】．また，全国社会福祉協議会が定めた介護業務分類  

コード（288種類）ごとに高齢者のケア量を一分間タイ  

ムスタディで測定し，各コードの平均値を用いてクラス  

ター分析を行い，先ほどの高齢者タイプと対応させるこ  

とで，ケアコードの分類と，状態像とケアコードの対応  

を検討する研究も行われている【8】・現在これらの研究  

を元に，全国社会福祉協議会が定めたTCCコード（500  

種類）から312のケアコードを選定して介護時間測定  

に使用している．また，ケアコードは双対尺度法によっ  

て類似した内容毎に5つの群に集約される（直接生活介  

軌間接生活介助，機能訓練関連，医療関連行為，問題行  

動関連）．・ここで直接生活介助の群は更に5分類できる  

ので，ケアコードは9分類される［2】・  

3．3 樹形モデル   

樹形モデルは心身の状態と介護時間（ケアコード）と  

の関連付けを行うために，樹形モデル分析と呼ばれる統  

計的手法を用いて作成された分類樹である．樹形モデ  

ルは，ケアコード9分類に基づき，直接生活介助5分類，  

間接生活介助，機能訓練関連，医療関連行為，問題行動関  

連の合計9つのモデルが作成される．樹形モデルは統  

計ゾフトS－Plusのtree関数により作成される【9］・9つ  

の樹形モデルは「アセスメント73項目」，「7つの中間  

評価項目得点」，「9分頬別のケア提供時間」を入力と  
して，群間平方和分散最大，群内平方和分散最′トの基準  

で独立に作成された．  

4 現行の一次判定アルゴリズムの課  

題   

現在，課題となっている検討事項は以下の通りである．   

アセスメント項目についての課題  

●課題1：アセスメント85項目から人の状態像の必  

要・十分な情報を得られるか．  

●課題2：中間評価項目に関して，状態像の7分類とそ  

の得点は適切か．   

一分間タイムスタディについての課題   

●課題3：ケアコード312について一分間タイムスタ  

ディを行うことは妥当か．  

●課題4：ケアコードの9分類は妥当であるか．   

樹形モデル分析アルゴリズムについての課題  

●課題5：よりロバストなアルゴリズムを検討する必  

要がある．   

5 おわりに   
データ処理とアルゴリズムの視点から一次判定アルゴ  

リズムの明確化を行った．介護保険制度に対する様々な  

批判があるが，最も苦情が多いのは要介護度判定に対し  

てである・他の判定アルゴリズムも指摘され【10】【11j【12】，  

厚生省も検討会を立ち上げ再検討を行っている．本研究  

が今後の検討の参考になれば幸いである．  
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